
施　　策： 財務コードセーフティネットの推進 12040202-01-655

キーコード：764

出力日：令和08年03月16日
事務事業名はり・灸助成費

18
基本事業： 01国民健康保険の健全な運営 担当部 市民生活部

基本事業の
成果指標

①国民健康保険税の収納率
②一人当たりの国民健康保険医療費の福岡県平均に対する割合 担当課 国保年金課

担当係 国保担当

国民健康保険被保険者 筑紫野市国民健康保険はり費及びきゅう費助成に関する規則に基づき、受
療証を交付し、被保険者の委任を受けた施術担当者に対し支給する。
1術（はり又はきゅう）の場合　650円（施術1回につき）を助成
2術（はり及びきゅう）の場合　770円（施術1回につき）を助成
※1日1回、かつ1月に10回を限度（一疾病に限る）

保険対象外のはり灸に対して助成をすることにより国民健
康保険被保険者の経済的負担軽減を図り、被保険者の健康
増進を促す。

計画年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

はり灸助成額／はり灸受診券交付件数＝一人当
たり助成額

9,838 9,514 10,956 10,956

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
2,676 2,626 3,024 2,760計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0
1,368 1,312 830 0

0 0 0
0 0 0

1,308 1,314 2,194 2,760

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.2 0.2 0.2
1,563 1,605 1,676
4,239 4,231 4,700 2,760

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

●

○

○

交付枚数：R4年度278枚 R5年度272枚 R6年度276枚

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）
維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は小

小さい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地あり

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

筑紫地区５市の国保被保険者及び後期高齢者を対象として実施し
ている。制度変更、廃止等にあたっては筑紫地区５市で協議が必
要である。

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

昭和４７年４月１日に国民健康保険はりきゅう費助成に関する規
則を制定して助成を開始

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

円

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）



施　　策： 財務コードセーフティネットの推進 01030113-01-214

キーコード：1270

出力日：令和08年03月16日
事務事業名後期高齢者はり・きゅう費事業

18
基本事業： 02後期高齢者医療費の適正化 担当部 市民生活部

基本事業の
成果指標

①一人当たりの後期高齢者医療費の福岡県平均に対する割合 担当課 国保年金課

担当係 医療年金担当

後期高齢者医療被保険者 筑紫野市後期高齢者医療はり費及びきゅう費助成に関する規則に基づき、
保険対象外であるはり、きゅうに対して助成する。
平成27年度より助成内容を変更した。

<助成内容>
・1術（はり又はきゅう）の場合　650円（施術1回につき）を助成
・2術（はり及びきゅう）の場合  770円（施術1回につき）を助成
　※1日1回、かつ1月に10回を限度（一疾病に限る）

<業務内容>
・受療証の交付
・（被保険者の委任を受けた）施術担当者に対し支給

高齢者の健康の向上及び福祉の増進を図る。

計画年度 平成20年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

はり・きゅう利用者数

はり・きゅう利用回数

348 368 319 319

3,949 3,725 4,009 4,009

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
3,000 2,839 3,420 3,240計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
0
0

0 0 0
0 0 0

1,050 910 1,000 1,000
1,950 1,929 2,420 2,240

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.3 0.3 0.3
2,345 2,407 2,514
5,345 5,246 5,934 3,240

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

●

○

○

＜状況＞利用者数は増加するも、利用回数は1術、2術とも減少した。

＜原因＞1術、2術とも定期的に診療しているため病状改善し減少したと推測される。

＜課題＞上限回数や助成額の見直し等、課題の整理や十分な検証が求められる。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）
維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

あり

妥当性がある

影響度は中

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

あり

余地あり

あり

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

今後は、社会状況により助成額の増額要望等により、費用増加す
る可能性がある。費用対効果の検証や健康向上により効果がある
事業を実施できるよう、筑紫地区での事業内容の見直しなどの検
討が必要である。

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

後期高齢者医療に移行するにあたり、国保で行っていたはり・き
ゅうの助成を受けられるよう要望があったため、市単独での助成
制度を開始した。
筑紫地区5市と筑紫健康鍼灸師会と協定を結び事業を実施してい
る。

助成額については、筑紫地区財政課長会議で決定する。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

人

回

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）



施　　策： 財務コードセーフティネットの推進 01030302-01-278

キーコード：330

出力日：令和08年03月16日
事務事業名生活保護事業

18
基本事業： 03生活保護世帯の自立助長 担当部 健康福祉部

基本事業の
成果指標

①働ける人がいる生活保護世帯数
②自立世帯数（計画期間内累計） 担当課 保護課

担当係 保護１担当、保護２担当

・憲法第25条に規定する理念に基づき、生活に困窮するす
べての市民に対し、その困窮の程度に応じ、必要な保護を
行い、その最低限度の生活を保障するとともに、自立を助
長することを目的とする

【保護の決定・実施過程】
①相談・申請・受付
②新規調査（収入、資産、他法他施策、病状、住居、家族の状況等）
③援助方針の策定
④保護開始
⑤保護の決定・実施（変更）
⑥援助方針の見直し・保護の要否判定
⑦保護廃止（終結）

【保護の種類】
・生活扶助、住宅扶助、教育扶助、出産扶助、生業扶助、葬祭扶助、
　医療扶助、介護扶助の八扶助
・就労自立給付金
・進学準備給付金

・生活を維持するために必要な生活扶助、医療扶助などの
扶助を決定し、世帯の最低限度の生活を保障する。
・生活保護世帯の実態把握に努め、自立に向けた相談援助
活動を行い、経済的自立や、その有する能力に応じた自立
した日常生活を営めるようにする。

計画年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

就労支援プログラム実施件数

就労支援プログラム対象者のうち就労決定した
人数

62 8558 80 80

36 36 35 35 35

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
2,647,888 2,569,905 2,695,227 2,557,526計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

1,943,166 1,913,604 2,021,420 1,918,144
77,540 69,664 89,000 80,000

0 0
0 0

627,182 586,637 584,807 559,382

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

14.8 15.8 15.8
115,662 126,763 132,420
2,763,550 2,696,668 2,827,647 2,557,526

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

●

○

○

就労可能な者の内、特に就労自立の可能性の高い者を就労支援プログラム対象者として選定。就労支援員、ＣＷ、
ハローワーク等と連携して就労に向けた支援を行っており、保護廃止に繋がった者は増加傾向である。
令和2年度は、 73人を対象とし、就労決定した者等が32人あり、保護廃止に繋がった者は6人です。
令和3年度は、 77人を対象とし、就労決定した者等が33人あり、保護廃止に繋がった者は7人です。
令和4年度は、 78人を対象とし、就労決定した者等が36人あり、保護廃止に繋がった者は6人です。
令和5年度は、 62人を対象とし、就労決定した者等が36人あり、保護廃止に繋がった者は9人です。
令和6年度は、 58人を対象とし、就労決定した者等が36人あり、保護廃止に繋がった者は8人です。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

就労支援プログラム実施件数は横ばい傾向だが、就労収入増加及び就
労自立廃止に繋がっており、保護費支出への成果は大きいと考える。

維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は大

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

生活保護法にもとづく最低生活の保障と自立助長をおこなう。
引きこもり等の問題を抱える被保護者もおり、就労支援の前段階
から支援を行なう必要があるため、令和7年度より就労準備支援
事業を開始した。

稼働能力が見込まれるその他世帯（高齢者世帯、母子世帯、障害
者世帯以外の世帯）を中心に世帯状況を確認し、対策をおこなっ
ていく必要がある。
令和6年5月より家計改善支援事業を開始した。
令和7年4月より就労準備支援事業を開始した。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）



施　　策： 財務コードセーフティネットの推進 01030101-11-132

キーコード：1694

出力日：令和08年03月16日
事務事業名生活困窮者自立支援事業

18
基本事業： 04生活困窮者の支援 担当部 健康福祉部

基本事業の
成果指標

①支援により生活困窮状態が改善された世帯数（計画期間内累計） 担当課 保護課

担当係 保護２担当

生活困窮者を主とした市民全般 「暮らしの困りごと相談」窓口を設置し、経済的な問題を抱えた者だけで
なく、日常生活や社会生活を送るうえで多様な問題を抱えた者を対象とし
た相談を受付けている。
令和元年7月から家計改善支援事業を開始し、家計を通じて、困窮に至る
原因を突き止め、困窮者が自ら生活改善を図ることで困窮状態を解消して
いくことを目指す。
また、相談内容に応じて、問題を抱えた者が自立して生活出来るように各
種支援施策（自立相談支援、住宅確保給付金）の実施。他課や専門機関等
と連携した包括的な支援を実施。
（支援体制）
主任相談支援員　1人、自立相談支援員（就労支援員を兼務）　2人、
家計改善支援員（常駐）　1人、就労準備支援員（常駐）　を配置。
（相談時間）
市役所開庁時間内

困りごとの解決を図り、自立した生活を支援する。

計画年度 平成27年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 実施計画 ○
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

支援プラン作成数

相談者数

32 4063 35 35

110 226 130 140 150

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
13,366 14,927 20,986 28,011計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

7,947 10,434 14,817 21,524
0 0
0 0
0 0

5,419 4,493 6,169 6,487

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

2 1.4 1.4
15,630 11,232 11,733
28,996 26,159 32,719 28,011

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

●

○

○

相談件数は令和5年度110件から令和6年度226件と倍増した。また、相談後のプラン作成件数も令和5年度32件から
令和6年度63件と倍増している。就労準備支援事業のプラン作成件数も令和5年2件から令和6年7件と大きく増加し
ている。引き続ききめ細やかな対応を心掛けていく。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

民生委員児童委員に協力依頼を行っている。相談者からの相談内容に
応じて、関係課とのつなぎを重点的に行っている。
相談件数が増加したため、人員不足が課題である。

増加対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

あり

妥当性がある

影響度は大

大きい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

あり

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

平成27年4月に法施行され、当該事業を開始し、必須事業である
「自立相談支援事業」と「住居確保給付金」の支給を開始した。
令和元年7月から「家計改善支援事業」を開始し、令和4年度から
は、「就労準備支援事業」を開始している。

令和元年度より必須事業に加え、任意事業である「家計改善支援
事業」を実施。
令和4年度より「就労準備支援事業」を福岡県と共同実施し、生
活困窮者の日常生活や社会生活上の自立に向けた取り組みを進め
、就労自立を図っている。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）



施　　策： 財務コードセーフティネットの推進 01070601-01-446

キーコード：539

出力日：令和08年03月16日
事務事業名市営住宅管理事業

18
基本事業： 05市営住宅の維持管理 担当部 総務部

基本事業の
成果指標

①市営住宅に関する事故件数
②市営住宅料金徴収率 担当課 管財課

担当係 管財担当

市営住宅 【住宅の修繕】
　・筑紫野市公営住宅等長寿命化計画に基づき、修繕及び改善を行う。
【市営住宅の家賃徴収】
　・2名1班の3班体制で徴収を行う。
　・住宅管理システムを構築する。
　　（家賃算定・滞納者リスト作成・督促催告書作成・納付書等）

安全で快適な状態で居住者が生活できるように住宅の管理
を行う。

計画年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

収納率 96.46 94.73 98.42 98.42

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
3,681 3,536 4,804 10,877計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
0
0

0 0 0
0 0 0

3,681 0 25 25
0 3,536 4,779 10,852

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.75 0.7 0.75
5,861 5,616 6,286
9,542 9,152 11,090 10,877

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

○

●

・使用料の収納率向上を図るため、入居者に対して口座振替を推進しているが、昨年度と比較すると１０４世帯か
ら微減となっている。
　また、新規入居者に対しては入居説明会等で、納め忘れのないように口座振替を勧めている。
・徴収率については、令和３年度１００％、令和４年度９８．２１％、令和５年度９６.４６％、令和６年度
９４．７３％となり、徴収率が下がったが、引き続き令和３年度の手法を踏襲しつつ、特に現年度の納付遅れがな
いように注力し入居者の納付意識の向上を図っていく。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）
維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は中

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地あり

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

市営住宅における効率的な住環境整備を行う 住宅管理システム導入による事務の効率化について検討する。

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

入居者の高齢化、単身化が顕著となっている。
（令和７年３月３１日現在）
入居戸数　２４２戸／３３４戸
　　保護世帯数　・・・５４世帯

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

％

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）



施　　策： 財務コードセーフティネットの推進 01070601-04-764

キーコード：1725

出力日：令和08年03月16日
事務事業名公営住宅等長寿命化計画事業

18
基本事業： 05市営住宅の維持管理 担当部 総務部

基本事業の
成果指標

①市営住宅に関する事故件数
②市営住宅料金徴収率 担当課 管財課

担当係 管財担当

管財課所管の市営住宅 安全で快適な住まいを長期的に確保するために筑紫野市公営住宅等長寿命
化計画に基づき修繕及び改善を行う。

計画的に修繕及び改善を行うことにより長期的に施設の使
用継続を図る

計画年度 平成27年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画 ○
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

維持管理件数 115 100129 140 140

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
36,926 40,984 24,034 400計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

12,584 15,522 10,815 180
0
0

0 0 0
0 0 0

0 0 6,609 0
24,342 25,462 6,610 220

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.1 0.1 0.1
782 802 838

37,708 41,786 24,872 400

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

●

○

引き続き大規模な修繕を行うことにより、補修費の削減及び苦情件数の減少につながっていく。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

＜課題＞①既存ストックの「質」の確保
　　　　②老朽化した住宅の安全・安心の確保
　　　　③高齢者や生活弱者への安全で安心な住宅を提供する
　　　　④地域の実情に合わせて受託の必要性を検討する

維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は中

大きい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

公営住宅等長寿命化計画により計画的に実施する

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

更新期を迎えつつある老朽化した公営住宅のストックを効率的か
つ円滑に更新を行い、公営住宅の需要に的確に対応するため

はす町住宅において井戸ポンプの経年劣化の兆候が見られたので
井戸ポンプ交換を行ったが、井戸最深部内壁の崩落が原因による
一時的な事案と推測されるため、引き続き注視していく。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

件

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）



施　　策： 財務コードセーフティネットの推進 --

キーコード：1921

出力日：令和08年03月16日
事務事業名傷病手当金

18
基本事業： 99施策の総合推進 担当部 市民生活部

基本事業の
成果指標

担当課 国保年金課

担当係 国保担当

新型コロナウィルス感染症に感染した被保険者 給与の支払いを受けている被保険者が、
①新型コロナウイルス感染症に感染または発熱等の症状があり感染が疑わ
れる
②3日連続して仕事を休み、4日目以降も休んだ日がある
③療養のため労務に服することができず、給与の全部または一部を受ける
ことができない
場合に傷病手当金を支給する。

【傷病手当金】
　1日当たりの支給額 × 支給対象となる日数
 （1日当たりの支給額） ＝ 直近の継続した3カ月間の給与収入の合計額 
÷ 就労日数 × 3分の2

傷病手当金を支給し経済的支援を行う

計画年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

支給件数 3 0 0

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
40,678 0 10計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0
40,678

0
0 10
0 0

0 0 0
0 0 0

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.1 0.1 0.1
782 802 838

41,460 802 848

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

○

●

この事業は今年度で終了する。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

＜状況＞
＜原因＞
＜課題＞

維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は小

小さい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持○ 見直し○ ○廃止 ●事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

新型コロナウイルス感染症による休業者への補償として支給開始
し、令和６年度をもって終了。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

件

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


